
Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

介護と介護現場を守り､よくする！オンラインセミナー
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介護保険制度改正･報酬改定
速報＆解説LIVE！
■その12：2023年12月23日
令和6年度介護報酬改定に関する審議報告
第3夜：居宅介護支援／訪問系サービス／福祉用具

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社
代表取締役 榊原 宏昌

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

講師プロフィール
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昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員
京都大学経済学部卒業後、平成12年、特別養護老人ホームに介護職として勤務
社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、
有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の仕事に携わる
15年間の現場経験を経て、平成27年4月「介護現場をよくする研究・活動」を
目的として独立

著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間300回を超える
4児の父、趣味はクラシック音楽
ブログ、facebookはほぼ毎日更新中、日刊・週刊のメールマガジンを配信
Zoomセミナー、動画講座、YouTubeでも配信中、13年目になる「介護の読書会」主催
天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/ 「天晴れ介護」で検索

■全国有料老人ホーム協会 研修委員 ■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師
■稲沢市介護保険事業計画策定委員会、地域包括支援ｾﾝﾀｰ運営協議会、地域密着型ｻｰﾋﾞｽ運営委員会委員
■出版実績：日総研出版、中央法規出版、ナツメ社、メディカ出版、その他多数
■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞
■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護現場をよくする研究・活動
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➢facebook、ブログ等を毎日更新、情報発信
➢天晴れ介護サービス総合教育研究所YouTubeチャンネル 週１〜２回動画配信
➢メルマガ（日刊：介護の名言、週刊：介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢以上の情報はHP（「天晴れ介護」で検索）よりどうぞ
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介護現場をよくする研究・活動
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■よい介護職はいても、よい介護現場はなかなかない……

・１人１人がよくなるだけでは、うまくいかない

・チーム、組織、目標、計画、ルール
リーダーシップ、コミュニケーションなどが必要

・「介護現場」をよくすることで
利用者はもちろん、職員も幸せになれる！

・人と人とがお互いに学び合い
気持ちよく支え合える社会づくり
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天晴れ介護サービス「ACGs」！
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著書・雑誌連載
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内容

7

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

内容利用者・職員から選ばれる！

介護サービス 経営の教科書
∼⼈を大切にする経営「10」の極意∼
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本日の内容
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１．はじめに

２．令和6年度介護報酬改定に関する審議報告
第3夜：居宅介護支援／訪問系サービス／福祉用具

３．おわりに
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令和6年度介護報酬改定に関する審議報告
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サービス別！４夜連続LIVE！
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■令和６年度介護報酬改定に関する審議報告（令和５年12 月19 
日）をもとにお話します

■スケジュール
21日（木）通所系（訪問リハ含む）､多機能系、短期入所
22日（金）施設系、居住系サービス
23日（土）訪問系、居宅介護支援、福祉用具
24日（日）総論、全体（処遇改善含む）、その他
※いずれも21時〜

■自事業所のサービス以外から学べるものもある！
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改定実施時期は？４月？６月？
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・診療報酬と同時改定であることから
居宅療養管理指導、訪問看護、訪問リハ、通所リハは６月

・それ以外は４月に施行

※先日の12月18日の第236回介護給付費分科会にて
老健協会会⻑の東委員の質問に答えるかたちで明らかに
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改定率確定！
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・処遇改善0.98％＋経営改善0.61％（＋その他の影響0.45％）
＝２％台

・診療報酬本体を
上回ったのは初

・史上２番目の上げ幅

・それでも苦しいが・・・

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

本日の内容
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１．はじめに

２．令和6年度介護報酬改定に関する審議報告
第3夜：居宅介護支援／訪問系サービス／福祉用具

３．おわりに



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

居宅介護支援
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○１（１）①居宅介護支援における特定事業所加算の見直し
○１（１）②居宅介護支援事業者が市町村から指定を受けて介護予防支援を行う場合
の取扱い（予防のみ）
○１（１）③他のサービス事業所との連携によるモニタリング★
○１（３）⑩入院時情報連携加算の見直し
○１（３）⑪通院時情報連携加算の見直し
○１（４）⑥ターミナルケアマネジメント加算等の見直し
○１（５）④業務継続計画未策定事業所に対する減算の導入★
○１（６）①高齢者虐待防止の推進★
○１（６）②身体的拘束等の適正化の推進★
○２（１）⑫ケアプラン作成に係る「主治の医師等」の明確化
○３（２）①テレワークの取扱い★
○３（３）⑭公正中立性の確保のための取組の見直し
○３（３）⑮介護支援専門員１人当たりの取扱件数（報酬）
○３（３）⑯介護支援専門員１人当たりの取扱件数（基準）
○４（１）⑧同一建物に居住する利用者へのケアマネジメント
○５②特別地域加算、中山間地域等の小規模事業所加算及び中山間地域に居住する者
へのサービス提供加算の対象地域の明確化★
○５③特別地域加算の対象地域の見直し★
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居宅介護支援
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○１（１）①居宅介護支援における特定事業所加算の見直し
居宅介護支援における特定事業所加算の算定要件について以下の見直しを行う。

ア 多様化・複雑化する課題に対応するための取組を促進する観点から、「ヤングケア
ラー、障害者、生活困窮者、難病患者等、他制度に関する知識等に関する事例検討会、
研修等に参加していること」を要件とするとともに、評価の充実を行う。

イ (主任)介護支援専門員の専任要件について、居宅介護支援事業者が介護予防支援の
提供や地域包括支援センターの委託を受けて総合相談支援事業を行う場合は、これら
の事業との兼務が可能である旨を明確化する。

ウ 事業所における毎月の確認作業等の手間を軽減する観点から、運営基準減算に係る
要件を削除する。

エ 介護支援専門員が取り扱う一人当たりの利用者数について、居宅介護支援費の見直
し（３.（３）⑮）を踏まえた対応を行う。
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運営基準減算のインパクト
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■ケアプラン料がなくなる（１件10,000円／月）

■特定事業所加算がなくなる（Ⅱで１件4,000円／月）

■３人の居宅、＠３５件、事業所：１０５件の場合
→ケアプラン料：▲10,000円／月
→特定事業所加算：▲4,000円／月×105件＝▲42万円／月
→合計▲43万円／月
（ちなみに、本来上がるはずだった売上は約150万円）

→1年分になったら…
→▲43万円／月×12カ月＝▲516万円／年
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居宅介護支援
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○１（１）②居宅介護支援事業者が市町村から指定を受けて介護予防支援を行う場合
の取扱い（予防のみ）
令和６年４月から居宅介護支援事業者も市町村からの指定を受けて介護予防支援を実
施できるようになることから、以下のとおり見直しを行う。

ア 市町村⻑に対し、介護予防サービス計画の実施状況等に関して情報提供することを
運営基準上義務付けることに伴う手間やコストについて評価する新たな区分を設ける。

イ 以下のとおり運営基準の見直しを行う。
ⅰ 居宅介護支援事業所が現在の体制を維持したまま円滑に指定を受けられるよう、居
宅介護支援事業者が指定を受ける場合の人員の配置については、介護支援専門員のみ
の配置で事業を実施することを可能とする。
ⅱ また、管理者を主任介護支援専門員とするとともに、管理者が他の事業所の職務に
従事する場合（指定居宅介護支援事業者である指定介護予防支援事業者の場合であっ
て、その管理する指定介護予防支援事業所の管理に支障がないときに限る。）には兼
務を可能とする。

ウ 居宅介護支援と同様に、特別地域加算、中山間地域等における小規模事業所加算及
び中山間地域等に居住する者へのサービス提供加算の対象とする。
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介護保険部会 とりまとめへ
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介護保険部会 とりまとめへ
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介護保険部会 とりまとめへ
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介護保険部会 とりまとめへ
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居宅介護支援
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○１（１）③他のサービス事業所との連携によるモニタリング★
人材の有効活用及び指定居宅サービス事業者等との連携促進によるケアマネジメント
の質の向上の観点から、以下の要件を設けた上で、テレビ電話装置その他の情報通信
機器を活用したモニタリングを可能とする見直しを行う。

ア 利用者の同意を得ること。

イ サービス担当者会議等において、次に掲げる事項について主治医、担当者その他の
関係者の合意を得ていること。
ⅰ 利用者の状態が安定していること。
ⅱ 利用者がテレビ電話装置等を介して意思疎通ができること（家族のサポートがある
場合も含む）。
ⅲ テレビ電話装置等を活用したモニタリングでは収集できない情報について、他の
サービス事業者との連携により情報を収集すること。

ウ 少なくとも２月に１回（介護予防支援の場合は６月に１回）は利用者の居宅を訪問
すること。

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

本日の内容
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本日の内容

25

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

本日の内容

26



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

本日の内容
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居宅介護支援
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○１（３）⑩入院時情報連携加算の見直し
入院時情報連携加算について、入院時の迅速な情報連携をさらに促進する観点から、
現行入院後３日以内又は入院後７日以内に病院等の職員に対して利用者の情報を提供
した場合に評価しているところ、入院当日中又は入院後３日以内に情報提供した場合
に評価するよう見直しを行う。その際には、事業所の休業日等に配慮した要件設定を
行う。

○１（３）⑪通院時情報連携加算の見直し
通院時情報連携加算について、利用者の口腔衛生の状況等を適切に把握し、医療と介
護の連携を強化した上でケアマネジメントの質の向上を図る観点から、医師の診察を
受ける際の介護支援専門員の同席に加え、利用者が⻭科医師の診察を受ける際に介護
支援専門員が同席した場合を同加算の対象とする見直しを行う。

○１（４）⑥ターミナルケアマネジメント加算等の見直し
ターミナルケアマネジメント加算について、自宅で最期を迎えたいと考えている方の
意向を尊重する観点から、人生の最終段階における利用者の意向を適切に把握するこ
とを要件とした上で、当該加算の対象となる疾患を末期の悪性腫瘍に限定しないこと
とし、医師が一般に認められている医学的知見に基づき、回復の見込みがないと診断
した者を対象とする見直しを行う。併せて、特定事業所医療介護連携加算における
ターミナルケアマネジメント加算の算定回数の要件についても見直しを行う。
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居宅介護支援
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○１（５）④業務継続計画未策定事業所に対する減算の導入★
感染症や災害が発生した場合であっても、必要な介護サービスを継続的に提供できる
体制を構築するため、業務継続に向けた計画の策定の徹底を求める観点から、感染症
若しくは災害のいずれか又は両方の業務継続計画が未策定の場合、基本報酬を減算す
る。

その際、一定の経過措置を設ける観点から、令和７年３月31 日までの間、感染症の
予防及びまん延防止のための指針の整備及び非常災害に関する具体的計画の策定を
行っている場合には、減算を適用しないこととする。

なお、訪問系サービス、福祉用具貸与、居宅介護支援については、令和３年度介護報
酬改定において感染症の予防及びまん延防止のための指針の整備が義務付けられてか
ら間もないこと及び非常災害に関する具体的計画の策定が求められていないことを踏
まえ、令和７年３月31 日までの間、これらの計画の策定を行っていない場合であっ
ても、減算を適用しないこととする。
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居宅介護支援
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○１（６）①高齢者虐待防止の推進★
利用者の人権の擁護、虐待の防止等をより推進する観点から、全ての介護サービス事
業者（居宅療養管理指導及び特定福祉用具販売を除く。）について、虐待の発生又は
その再発を防止するための措置（虐待の発生又はその再発を防止するための委員会の
開催、指針の整備、研修の実施、担当者を定めること）が講じられていない場合に、
基本報酬を減算する。その際、福祉用具貸与については、そのサービス提供の態様が
他サービスと異なること等を踏まえ、3 年間の経過措置期間を設けることとする。

また、施設におけるストレス対策を含む高齢者虐待防止に向けた取組例を収集し、周
知を図るほか、国の補助により都道府県が実施している事業において、ハラスメント
等のストレス対策に関する研修を実施できることや、同事業による相談窓口について、
高齢者本人とその家族だけでなく介護職員等も利用できることを明確化するなど、高
齢者虐待防止に向けた施策の充実を図る。



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

本日の内容
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居宅介護支援
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○１（６）②身体的拘束等の適正化の推進★
身体的拘束等の更なる適正化を図る観点から、以下の見直しを行う。

ア 短期入所系サービス、多機能系サービスについて、身体的拘束等の適正化のため
の措置（委員会の開催等、指針の整備、研修の定期的な実施）を義務付ける。また、
身体的拘束等の適正化のための措置が講じられていない場合は、基本報酬を減算する。
その際、１年間の経過措置期間を設けることとする。

イ 訪問系サービス、通所系サービス、福祉用具貸与、特定福祉用具販売、居宅介護
支援について、利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得
ない場合を除き、身体的拘束等を行ってはならないこととし、身体的拘束等を行う場
合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理
由を記録することを義務付ける。
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居宅介護支援
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○２（１）⑫ケアプラン作成に係る「主治の医師等」の明確化
退院後早期に介護保険のリハビリテーションを開始することを可能とする観点から、
介護支援専門員が居宅サービス計画にに通所リハビリテーション・訪問リハビリテー
ションを位置づける際に意見を求めることとされている「主治の医師等」に、入院中
の医療機関の医師を含むことを明確化する。

○３（２）①テレワークの取扱い★
人員配置基準等で具体的な必要数を定めて配置を求めている職種のテレワークに関し
て、個人情報を適切に管理していること、利用者の処遇に支障が生じないこと等を前
提に、取扱いの明確化を行い、職種や業務ごとに具体的な考え方を示す。

○３（３）⑭公正中立性の確保のための取組の見直し
事業者の負担軽減を図るため、次に掲げる事項に関して利用者に説明し、理解を得る
ことを居宅介護支援事業者の努力義務とする。
ア 前６か月間に作成したケアプランにおける、訪問介護、通所介護、地域密着型通
所介護、福祉用具貸与の各サービスの割合。
イ 前６か月間に作成したケアプランにおける、訪問介護、通所介護、地域密着型通
所介護、福祉用具貸与の各サービスにおける、同一事業者によって提供されたものの
割合。
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○３（３）⑮介護支援専門員１人当たりの取扱件数（報酬）
居宅介護支援事業所を取り巻く環境の変化を踏まえ、ケアマネジメントの質を確保し
つつ、業務効率化を進め人材を有効活用するため、居宅介護支援費について、以下の
見直しを行う。

ア 居宅介護支援費（Ⅰ）（ⅰ）の取扱件数について、現行の「40 未満」を「45未
満」に改めるとともに、居宅介護支援費（Ⅰ）（ⅱ）の取扱件数について、現行の
「40 以上60 未満」を「45 以上60 未満」に改める。

イ 居宅介護支援費（Ⅱ）の要件について、ケアプランデータ連携システムを活用し、
かつ、事務職員を配置している場合に改めるとともに、居宅介護支援費（Ⅱ）（ⅰ）
の取扱件数について、現行の「45 未満」を「50 未満」に改め、居宅介護支援費
（Ⅱ）（ⅱ）の取扱件数について、現行の「45 以上60 未満」から「50 以上60 未
満」に改める。

ウ 居宅介護支援費の算定に当たっての取扱件数の算出に当たり、指定介護予防支援
の提供を受ける利用者数については、３分の１を乗じて件数に加えることとする。
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○３（３）⑯介護支援専門員１人当たりの取扱件数（基準）
基本報酬における取扱件数との整合性を図る観点から、指定居宅介護支援事業所ごと
に１以上の員数の常勤の介護支援専門員を置くことが必要となる人員基準について、
以下の見直しを行う。

ア 原則 、 要介護者の数に要支援者の数に １ ／３ を乗じた数を加えた数が 44 又は
その端数を増すごとに１とする 。

イ 指定居宅介護支援事業者と指定居宅サービス事業者等との間において、居宅サー
ビス計画に係るデータを電⼦的に送受信するための公益社団法人国⺠健康保険中央会
のシステムを活用し、かつ、事務職員を配置している場合においては、 要介護者の
数に要支援者の数に １／３ を乗じた数を加えた数が 49 又はその端数を増すごとに
１とする 。
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■コンサルタントの視点から見た
ケアマネジャーと居宅介護支援事業所のこれから
年間400回超の研修･コンサルティングの現場より
今、お伝えしたい１３のメッセージ

■意見交換・質疑応答
・自己紹介
・本日のお話を聞いて意見交換



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

居宅介護支援

37

○４（１）⑧同一建物に居住する利用者へのケアマネジメント
介護報酬が業務に要する手間・コストを評価するものであることを踏まえ、利用者が
居宅介護支援事業所と併設・隣接しているサービス付き高齢者向け住宅等に入居して
いる場合や、複数の利用者が同一の建物に入居している場合には、介護支援専門員の
業務の実態を踏まえた評価となるよう見直しを行う。

○５②特別地域加算、中山間地域等の小規模事業所加算及び中山間地域に居住する者
へのサービス提供加算の対象地域の明確化★
過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法において、「過疎地域」とみなして
同法の規定を適用することとされている地域等が、特別地域加算、中山間地域等の小
規模事業所加算及び中山間地域に居住する者へのサービス提供加算の算定対象地域に
含まれることを明確化する。

○５③特別地域加算の対象地域の見直し★
過疎地域その他の地域で、人口密度が希薄、交通が不便等の理由によりサービスの確
保が著しく困難であると認められる地域であって、特別地域加算の対象として告示で
定めるものについて、前回の改正以降、新たに加除する必要が生じた地域について、
都道府県及び市町村から加除の必要性等を聴取した上で、見直しを行う。
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１．はじめに

２．令和6年度介護報酬改定に関する審議報告
第3夜：居宅介護支援／訪問系サービス／福祉用具

３．おわりに
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訪問介護
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○１（２）①訪問介護における特定事業所加算の見直し
○１（５）④業務継続計画未策定事業所に対する減算の導入
○１（６）①高齢者虐待防止の推進
○１（６）②身体的拘束等の適正化の推進
○１（７）①訪問系サービスにおける認知症専門ケア加算の見直し
○２（１）⑮訪問系サービス及び短期入所系サービスにおける口腔管理に係る連携の
強化
○３（１）①介護職員処遇改善加算・介護職員等特定処遇改善加算・介護職員等ベー
スアップ等支援加算の一本化
○３（２）①テレワークの取扱い
○４（１）①訪問介護における同一建物等居住者にサービス提供する場合の報酬の見
直し
○５②特別地域加算、中山間地域等の小規模事業所加算及び中山間地域に居住する者
へのサービス提供加算の対象地域の明確化
○５③特別地域加算の対象地域の見直し
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①訪問介護における特定事業所加算の見直し
【訪問介護】
訪問介護における特定事業所加算について、看取り期の利用者など重度者へのサービ
ス提供や中山間地域等で継続的なサービス提供を行っている事業所を適切に評価する
観点等から以下の見直しを行う。
ア 看取り期における対応を適切に評価する観点から、重度者対応要件として、「看
取り期にある者」に関する要件を新たに追加する。
イ 中山間地域等において、地域資源等の状況により、やむを得ず移動距離等を要し、
事業運営が非効率にならざるを得ない場合があることから、利用者へ継続的なサービ
スを行っていることについて新たに評価を行う。
ウ 重度要介護者等への対応における現行要件について、実態を踏まえ一部の現行区
分について見直し等を行う。

①訪問系サービスにおける認知症専門ケア加算の見直し
【訪問介護、訪問入浴介護★、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪問
介護】
訪問系サービスにおける認知症専門ケア加算について、認知症高齢者の重症化の緩和
や日常生活自立度Ⅱの者に対して適切に認知症の専門的ケアを行うことを評価する観
点から、利用者の受入れに関する要件を見直す。
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⑮訪問系サービス及び短期入所系サービスにおける口腔管理に係る連携の強化
【訪問介護、訪問看護★、訪問リハビリテーション★、短期入所生活介護★、短期入
所療養介護★、定期巡回・随時対応型訪問介護看護】
訪問介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、短期入所生活介護、短期入所療養介
護及び定期巡回・随時対応型訪問介護看護において、職員による利用者の口腔の状態
の確認によって、⻭科専門職による適切な口腔管理の実施につなげる観点から、事業
所と⻭科専門職の連携の下、介護職員による口腔衛生状態及び口腔機能の評価の実施
並びに利用者の同意の下の⻭科医療機関及び介護支援専門員への情報提供を評価する
新たな加算を設ける。

①訪問介護における同一建物等居住者にサービス提供する場合の報酬の見直し
【訪問介護】
訪問介護において、同一建物等居住者へのサービス提供割合が多くなるにつれて、訪
問件数は増加し、移動時間や移動距離は短くなっている実態を踏まえ、同一建物減算
について、事業所の利用者のうち、一定割合以上が同一建物等に居住する者への提供
である場合に、報酬の適正化を行う新たな区分を設け、更に見直しを行う。
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訪問入浴介護
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○１（４）②訪問入浴介護における看取り対応体制の評価
○１（５）④業務継続計画未策定事業所に対する減算の導入★
○１（６）①高齢者虐待防止の推進★
○１（６）②身体的拘束等の適正化の推進★
○１（７）①訪問系サービスにおける認知症専門ケア加算の見直し★
○３（１）①介護職員処遇改善加算・介護職員等特定処遇改善加算・介護職員等ベー
スアップ等支援加算の一本化★
○３（２）①テレワークの取扱い★
○５②特別地域加算、中山間地域等の小規模事業所加算及び中山間地域に居住する者
へのサービス提供加算の対象地域の明確化★
○５③特別地域加算の対象地域の見直し★
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②訪問入浴介護における看取り対応体制の評価
【訪問入浴介護】
訪問入浴介護における看取り期の利用者へのサービス提供について、その対応や医
師・訪問看護師等の多職種との連携体制を推進する観点から、事業所の看取り対応体
制の整備を評価する新たな加算を設ける。
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訪問看護
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○１（３）①専門性の高い看護師による訪問看護の評価★
○１（３）⑦円滑な在宅移行に向けた看護師による退院当日訪問の推進★
○１（４）③訪問看護等におけるターミナルケア加算の見直し
○１（４）④情報通信機器を用いた死亡診断の補助に関する評価
○１（５）④業務継続計画未策定事業所に対する減算の導入★
○１（６）①高齢者虐待防止の推進★
○１（６）②身体的拘束等の適正化の推進★
○２（１）⑮訪問系サービス及び短期入所系サービスにおける口腔管理に係る連携の
強化★
○３（２）①テレワークの取扱い★
○３（３）③訪問看護等における24 時間対応体制の充実★
○３（３）④訪問看護等における24 時間対応のニーズに対する即応体制の確保★
○３（３）⑤退院時共同指導の指導内容の提供方法の柔軟化★
○４（１）②理学療法士等による訪問看護の評価の見直し★
○５②特別地域加算、中山間地域等の小規模事業所加算及び中山間地域に居住する者
へのサービス提供加算の対象地域の明確化★
○５③特別地域加算の対象地域の見直し★
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①専門性の高い看護師による訪問看護の評価
【訪問看護★、看護小規模多機能型居宅介護】
医療ニーズの高い訪問看護利用者が増える中で、適切かつより質の高い訪問看護を提
供する観点から、専門性の高い看護師が指定訪問看護、指定介護予防訪問看護及び指
定看護小規模多機能型居宅介護の実施に関する計画的な管理を行うことを評価する新
たな加算を設ける。

⑦円滑な在宅移行に向けた看護師による退院当日訪問の推進
【訪問看護★】
要介護者等のより円滑な在宅移行を訪問看護サービスとして推進する観点から、看護
師が退院・退所当日に初回訪問することを評価する新たな区分を設ける。

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

本日の内容

52



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

訪問看護

53

③訪問看護等におけるターミナルケア加算の見直し
【訪問看護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、看護小規模多機能型居宅介護】
ターミナルケア加算について、介護保険の訪問看護等におけるターミナルケアの内容
が医療保険におけるターミナルケアと同様であることを踏まえ、評価の見直しを行う。

④情報通信機器を用いた死亡診断の補助に関する評価
【訪問看護、看護小規模多機能型居宅介護】
離島等に居住する利用者の死亡診断について、診療報酬における対応との整合性を図
る観点から、ターミナルケア加算を算定し、看護師が情報通信機器を用いて医師の死
亡診断の補助を行った場合の評価を新たに設ける。
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③訪問看護等における24 時間対応体制の充実
【訪問看護★、定期巡回・随時対応型訪問介護看護】
緊急時訪問看護加算について、訪問看護等における24 時間対応体制を充実する観点
から、夜間対応する看護師等の勤務環境に配慮した場合を評価する新たな区分を設け
る。

④訪問看護における24 時間対応のニーズに対する即応体制の確保
【訪問看護★】
訪問看護における24 時間対応について、看護師等に速やかに連絡できる体制等、
サービス提供体制が確保されている場合は看護師等以外の職員も利用者又は家族等か
らの電話連絡を受けられるよう、見直しを行う。

⑤退院時共同指導の指導内容の提供方法の柔軟化
【訪問看護★、定期巡回・随時対応型訪問介護看護】
退院時共同指導加算について、指導内容を文書以外の方法で提供することを可能とす
る。
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②理学療法士等による訪問看護の評価の見直し
【訪問看護★】
理学療法士等による訪問看護の提供実態を踏まえ、訪問看護に求められる役割に基づ
くサービスが提供されるようにする観点から、理学療法士等のサービス提供状況及び
サービス提供体制等に係る加算の算定状況に応じ、理学療法士等の訪問における基本
報酬及び12 月を超えた場合の減算について見直しを行う。
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○１（１）②患者の状態に応じた在宅薬学管理の推進★
○１（６）②身体的拘束等の適正化の推進★
○２（１）⑭居宅療養管理指導における管理栄養士及び⻭科衛生士等の通所サービス
利用者に対する介入の充実★
○２（１）⑯居宅療養管理指導におけるがん末期の者に対する⻭科衛生士等の介入の
充実★
○２（１）⑳管理栄養士による居宅療養管理指導の算定回数の見直し★
○３（３）⑥薬剤師による情報通信機器を用いた服薬指導の評価の見直し★
○５②特別地域加算、中山間地域等の小規模事業所加算及び中山間地域に居住する者
へのサービス提供加算の対象地域の明確化★
○５③特別地域加算の対象地域の見直し★
○５④居宅療養管理指導における高齢者虐待防止措置及び業務継続計画の策定等に係
る経過措置期間の延⻑★
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②患者の状態に応じた在宅薬学管理の推進
【居宅療養管理指導★】
薬剤師が行う居宅療養管理指導について、在宅患者に対して適切な薬物療法を提供す
る観点から、以下の見直しを行う。
ア 在宅で医療用麻薬持続注射療法を行っている患者に対して、注入ポンプによる麻
薬の使用など在宅での療養の状況に応じた薬学的管理及び指導を行うことを評価する
新たな加算を設ける。
イ 在宅中心静脈栄養法が行われている患者に対して、輸液セットを用いた中心静脈
栄養法用輸液等の薬剤の使用など在宅での療養の状況に応じた薬学的管理及び指導を
行うことを評価する新たな加算を設ける。
ウ 心不全や呼吸不全で麻薬注射剤を使用する患者は頻回な訪問が必要となることか
ら、末期の悪性腫瘍の者及び中心静脈栄養を受けている者と同様に、週に２回かつ１
月に８回を限度として算定することを可能とする。
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①高齢者虐待防止の推進
【全サービス（居宅療養管理指導★、特定福祉用具販売★を除く。）】
利用者の人権の擁護、虐待の防止等をより推進する観点から、全ての介護サービス事
業者（居宅療養管理指導及び特定福祉用具販売を除く。）について、虐待の発生又は
その再発を防止するための措置（虐待の発生又はその再発を防止するための委員会の
開催、指針の整備、研修の実施、担当者を定めること）が講じられていない場合に、
基本報酬を減算する。その際、福祉用具貸与については、そのサービス提供の態様が
他サービスと異なること等を踏まえ、3 年間の経過措置期間を設けることとする。
また、施設におけるストレス対策を含む高齢者虐待防止に向けた取組例を収集し、周
知を図るほか、国の補助により都道府県が実施している事業において、ハラスメント
等のストレス対策に関する研修を実施できることや、同事業による相談窓口について、
高齢者本人とその家族だけでなく介護職員等も利用できることを明確化するなど、高
齢者虐待防止に向けた施策の充実を図る。

⑭居宅療養管理指導における管理栄養士及び⻭科衛⽣士等の通所サービス利用者に対
する介入の充実
【居宅療養管理指導★】
居宅療養管理指導費について、通所サービス利用者に対する管理栄養士による栄養食
事指導及び⻭科衛生士等による⻭科衛生指導を充実させる観点から、算定対象を通院
又は通所が困難な者から通院困難な者に見直す。
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⑯居宅療養管理指導におけるがん末期の者に対する⻭科衛⽣士等の介入の充実
【居宅療養管理指導★】
居宅療養管理指導について、全身状態の悪化とともに口腔衛生管理の頻度が増加する
終末期がん患者の⻭科衛生士等による⻭科衛生指導を充実させる観点から、終末期が
ん患者の利用者について居宅療養管理指導（⻭科衛生士等が行う場合）の算定回数上
限を緩和する。

⑳管理栄養士による居宅療養管理指導の算定回数の見直し
【居宅療養管理指導★】
終末期等における、きめ細かな栄養管理等のニーズに応じる観点から、一時的に頻回
な介入が必要と医師が判断した利用者について期間を設定したうえで追加訪問するこ
とを可能とする見直しを行う。
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⑥薬剤師による情報通信機器を用いた服薬指導の評価の見直し
【居宅療養管理指導★】
オンライン服薬指導に係る医薬品医療機器等法のルールの見直しを踏まえ、薬剤師に
よる情報通信機器を用いた居宅療養管理指導について、以下の見直しを行う。
ア 初回から情報通信機器を用いた居宅療養管理指導の算定を可能とする。
イ 訪問診療において交付された処方箋以外の処方箋に係る情報通信機器を用いた居
宅療養管理指導についても算定可能とする。
ウ 居宅療養管理指導の上限である月４回まで算定可能とする。

④居宅療養管理指導における高齢者虐待防止措置及び業務継続計画の策定等に係る経
過措置期間の延⻑
【居宅療養管理指導★】
居宅療養管理指導について、事業所のほとんどがみなし指定であることや、体制整備
に関する更なる周知の必要性等を踏まえ、令和６年３月31 日までとされている以下
の義務付けに係る経過措置期間を３年間延⻑する。
ア 虐待の発生又はその再発を防止するための措置
イ 業務継続計画の策定等
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○１（２）④総合マネジメント体制強化加算の見直し
○１（４）③訪問看護等におけるターミナルケア加算の見直し
○１（５）④業務継続計画未策定事業所に対する減算の導入
○１（６）①高齢者虐待防止の推進
○１（６）②身体的拘束等の適正化の推進
○１（７）①訪問系サービスにおける認知症専門ケア加算の見直し
○２（１）⑮訪問系サービス及び短期入所系サービスにおける口腔管理に係る連携の
強化
○３（１）①介護職員処遇改善加算・介護職員等特定処遇改善加算・介護職員等ベー
スアップ等支援加算の一本化
○３（２）①テレワークの取扱い
○３（３）③訪問看護等における24 時間対応体制の充実
○３（３）⑤退院時共同指導の指導内容の提供方法の柔軟化
○３（３）⑪随時対応サービスの集約化できる範囲の見直し
○４（２）②定期巡回・随時対応型訪問介護看護の基本報酬の見直し
○５②特別地域加算、中山間地域等の小規模事業所加算及び中山間地域に居住する者
へのサービス提供加算の対象地域の明確化
○５③特別地域加算の対象地域の見直し
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④総合マネジメント体制強化加算の見直し
【定期巡回・随時対応型訪問介護看護、小規模多機能型居宅介護★、看護小規模多機
能型居宅介護】
定期巡回・随時対応型訪問介護看護及び（看護)小規模多機能型居宅介護が、地域包
括ケアシステムの担い手として、より地域に開かれた拠点となり、認知症対応を含む
様々な機能を発揮することにより、地域の多様な主体とともに利用者を支える仕組み
づくりを促進する観点から、総合マネジメント体制強化加算について、地域包括ケア
の推進と地域共生社会の実現に資する取組を評価する新たな区分を設ける。
なお、現行の加算区分については、新たな加算区分の取組を促進する観点から評価の
見直しを行う。

⑪随時対応サービスの集約化できる範囲の見直し
【定期巡回・随時対応型訪問介護看護】
定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所が行う随時対応サービスについて、適切な
訪問体制が確実に確保されており、利用者へのサービス提供に支障がないことを前提
に、事業所所在地の都道府県を越えて事業所間連携が可能であることを明確化する。
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②定期巡回・随時対応型訪問介護看護の基本報酬の見直し
【定期巡回・随時対応型訪問介護看護】
定期巡回・随時対応型訪問介護看護と夜間対応型訪問介護の機能・役割や利用状況等
を踏まえ、将来的なサービスの統合を見据えて、夜間対応型訪問介護との一体的実施
を図る観点から、定期巡回・随時対応型訪問介護看護の基本報酬に、夜間対応型訪問
介護の利用者負担に配慮した新たな区分を設ける。
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○１（５）④業務継続計画未策定事業所に対する減算の導入
○１（６）①高齢者虐待防止の推進
○１（６）②身体的拘束等の適正化の推進
○１（７）①訪問系サービスにおける認知症専門ケア加算の見直し
○３（１）①介護職員処遇改善加算・介護職員等特定処遇改善加算・介護職員等ベー
スアップ等支援加算の一本化
○３（２）①テレワークの取扱い
○５②特別地域加算、中山間地域等の小規模事業所加算及び中山間地域に居住する者
へのサービス提供加算の対象地域の明確化
○５③特別地域加算の対象地域の見直し
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本日の内容
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１．はじめに

２．令和6年度介護報酬改定に関する審議報告
第3夜：居宅介護支援／訪問系サービス／福祉用具

３．おわりに
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（１）福祉用具貸与
○１（５）④業務継続計画未策定事業所に対する減算の導入★
○１（６）②身体的拘束等の適正化の推進★
○１（８）①一部の福祉用具に係る貸与と販売の選択制の導入★
○１（８）②モニタリング実施時期の明確化★
○１（８）③モニタリング結果の記録及び介護支援専門員への交付
○１（８）④福祉用具貸与・販売種目のあり方検討会を踏まえた対応★
○３（２）①テレワークの取扱い★
○５②特別地域加算、中山間地域等の小規模事業所加算及び中山間地域に居住する者
へのサービス提供加算の対象地域の明確化★
○５③特別地域加算の対象地域の見直し

（２）特定福祉用具販売
○１（６）②身体的拘束等の適正化の推進★
○１（８）①一部の福祉用具に係る貸与と販売の選択制の導入★
○１（８）④福祉用具貸与・販売種目のあり方検討会を踏まえた対応★
○３（２）①テレワークの取扱い★
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○１（８）①一部の福祉用具に係る貸与と販売の選択制の導入★
利用者の過度な負担を軽減しつつ、制度の持続可能性の確保を図るとともに、福祉用
具の適時・適切な利用、利用者の安全を確保する観点から、一部の福祉用具について
貸与と販売の選択制を導入する。具体的には、要介護度に関係なく給付が可能な福祉
用具のうち、比較的廉価で、購入した方が利用者の負担が抑えられる者の割合が相対
的に高い、固定用スロープ、歩行器（歩行車を除く）、単点杖（松葉づえを除く）及
び多点杖を対象とする。
福祉用具の適時・適切な利用、利用者の安全を確保する観点から、貸与と販売の選択
制の導入に伴い、以下の対応を行う。
ア 選択制の対象福祉用具の提供に当たっては、福祉用具専門相談員又は介護支援専
門員が、福祉用具貸与又は特定福祉用具販売のいずれかを利用者が選択できることに
ついて、利用者等に対し、メリット及びデメリットを含め十分説明を行うこととする
とともに、利用者の選択に当たって必要な情報を提供すること及び医師や専門職の意
見、利用者の身体状況等を踏まえ、提案を行うこととする。
イ 福祉用具貸与について、選択制の対象福祉用具の提供に当たっては、福祉用具専
門相談員が、利用開始後６月以内に少なくとも１回モニタリングを行い、貸与継続の
必要性について検討を行うこととする。
ウ 特定福祉用具販売について、選択制の対象福祉用具の提供に当たっては、福祉用
具専門相談員が、特定福祉用具販売計画の作成後、当該計画における目標の達成状況
を確認することとする。また、利用者等からの要請等に応じて、販売した福祉用具の
使用状況を確認するよう努めるとともに、必要な場合は、使用方法の指導、修理等
（メンテナンス）を行うよう努めることとする。
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②モニタリング実施時期の明確化
【福祉用具貸与★】
福祉用具貸与のモニタリングを適切に実施し、サービスの質の向上を図る観点から、
福祉用具貸与計画の記載事項にモニタリングの実施時期を追加する。

③モニタリング結果の記録及び介護支援専門員への交付
【福祉用具貸与】
福祉用具の適時・適切な利用、利用者の安全を確保する観点から、福祉用具専門相談
員が、モニタリングの結果を記録し、その記録を介護支援専門員に交付することを義
務付ける。

④福祉用具貸与・販売種目のあり方検討会を踏まえた対応
【福祉用具貸与★、特定福祉用具販売★】
介護保険制度における福祉用具貸与・販売種目のあり方検討会において取りまとめら
れた対応の方向性を踏まえ、福祉用具の安全利用の促進、サービスの質の向上及び給
付の適正化の観点から、福祉用具に係る事故情報のインターネット公表、福祉用具専
門相談員指定講習カリキュラムの見直し、介護保険における福祉用具の選定の判断基
準の見直しや自治体向けの点検マニュアルの作成等の対応を行う。
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①高齢者虐待防止の推進
【全サービス（居宅療養管理指導★、特定福祉用具販売★を除く。）】
利用者の人権の擁護、虐待の防止等をより推進する観点から、全ての介護サービス事
業者（居宅療養管理指導及び特定福祉用具販売を除く。）について、虐待の発生又は
その再発を防止するための措置（虐待の発生又はその再発を防止するための委員会の
開催、指針の整備、研修の実施、担当者を定めること）が講じられていない場合に、
基本報酬を減算する。その際、福祉用具貸与については、そのサービス提供の態様が
他サービスと異なること等を踏まえ、3 年間の経過措置期間を設けることとする。
また、施設におけるストレス対策を含む高齢者虐待防止に向けた取組例を収集し、周
知を図るほか、国の補助により都道府県が実施している事業において、ハラスメント
等のストレス対策に関する研修を実施できることや、同事業による相談窓口について、
高齢者本人とその家族だけでなく介護職員等も利用できることを明確化するなど、高
齢者虐待防止に向けた施策の充実を図る。
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１．はじめに

２．令和6年度介護報酬改定に関する審議報告
第3夜：居宅介護支援／訪問系サービス／福祉用具

３．おわりに
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サービス別！４夜連続LIVE！
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■令和６年度介護報酬改定に関する審議報告（令和５年12 月19 
日）をもとにお話します

■スケジュール
21日（木）通所系（訪問リハ含む）､多機能系、短期入所
22日（金）施設系、居住系サービス
23日（土）訪問系、居宅介護支援、福祉用具
24日（日）総論、全体（処遇改善含む）、その他
※いずれも21時〜

■自事業所のサービス以外から学べるものもある！
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ID：kaigo
PW：5555
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継続的な学習の重要性！
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■成⻑のために
・ギャップを埋める＆強みを活かす
・時間とエネルギーをかけた分だけ成⻑する
・よい情報を浴び続ける、そういう環境に身を置く
・成⻑は螺旋階段、その時々で受け取るものも違う
・ミラーニューロン効果（思考･行動に影響､時間差で効果！）､感度が高まる
・知れば知るほど分からないことが増える、知りたいことが増える
・学びが理想をつくり、理想が学びを生む
■メンテナンスのために
・いつも良い状態を保てるとは限らない……。
・定期的に軌道修正させてくれる、人・環境の存在が必要
■自分自身、そしてチームワーク
・シャンパンタワー：自分が満ち足りて、人を満たすことができる
・研修はチームで参加､普段は話さないことも話す､施設を越えた連携
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継続的な学習の機会を持つために
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動画
オンライン
研修

対面
研修

影響力・インパクト

回数・頻度

習慣化 ＝ インパクト × 回数
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研修･動画の内容
経営から現場まで400本以上！
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 経営者・経営幹部向けセミナー（20時間相当＋α）
 管理職向けセミナー（20時間相当＋α）
 ケアマネジャー向けセミナー（10時間相当＋α）
 全職員向け法定研修シリーズ（10時間相当＋α）
 新人職員向けセミナー（10時間相当）
 ⾚本・⻘本・緑本通読セミナー（20時間相当＋α）
 1日集中講座シリーズ！（30時間相当）

（稼働率、人材確保、管理職養成、実地指導、ケアマネジメント等）
 令和3年度介護報酬改定セミナー（10時間相当）
 リーダー、相談援助職のための説明力向上講座（5時間相当）
 最新情報＆トピックス「マンスリー・ジャーナル」（20時間相当）
 工藤ゆみさんのコミュニケーション力向上講座（20時間相当）
 進絵美さんの面談スキル向上講座（5時間相当）
 吉村ＮＳの看護セミナー（5時間相当）
 ケアマネジャー受験対策セミナー（15時間相当）
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内容介護現場をよくするライブラリー
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内容人材確保･育成･定着コース
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【人材確保・育成・定着コース第1期】全6回
■第1回：10月12日（水）

「人材確保の具体策」

■第2回：11月9日（木）
「選考方法の具体策」※13時〜17時半

■第3回：12月22日（金）
「人材育成・定着・評価の具体策」※13時〜17時半

■第4回：1月24日（水）→10日（水）
「人事部門の重要性」

■第5回：2月7日（水）
「まとめ・発表」

※各回とも13:30〜18:00

■フォローアップ講座：3月6日（水）14:00〜17:00
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内容ケアマネ･相談援助職養成コース
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【ケアマネジャー・相談援助職養成第1期】全6回
■第1回：10月24日（火）
「ケアマネジメントの基礎」※13時〜17時半

■第2回：11月30日（木）
「説明力向上＆合意形成の具体策」※13時〜17時半

■第3回：12月27日（水）
「各種困難事例、意思決定支援、家族支援、ハラスメント対策等」

■第4回：1月25日（木）→24日（水）
「組織の中での立ち位置・役割」

■第5回：2月21日（水）
「まとめ・発表」

※各回とも13:30〜18:00
■フォローアップ講座：3月21日（木）14:00〜17:00
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内容面談スキル向上講座（進塾）
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内容稼働率･サービス改善コース
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■第１回
総論・市場＆制度／稼働の現状と目標／広報の意義と計画
（宿題）現状と目標、リストと計画、現チラシ
■第２回
振り返り・QA／基本パンフと広報トーク、ウリ
毎月の広報記録とニュース、ＦＡＱ
（宿題）トーク、ニュースあれば
■第３回
振り返り･QA／HP･SNS･動画､稼働率向上の取り組み10領域
サービス改善事例（個別ケア､医療面､体験利用､しつらえ等）
（宿題）トークブラッシュアップ、ニュース
■第４回
振り返り･QA／目標達成について／計画について
※内覧会は別動画
（宿題）発表資料
■第５回
発表（トーク、チラシ、FAQ、計画）

※フォローアップ講座：2時間くらい、自由に
※宿題については、2週間後を目途にご提出いただきます。
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内容管理職養成コース
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■９月第１回
管理職総論／業務管理とは／業務を見る視点
■10月第２回
振り返り・Q&A／業務の標準化／業務の個別化
■11月第３回
振り返り・Q&A／研修・会議／面談・周知徹底
■12月第４回
振り返り・Q&A／運営指導／基本的な労務管理／収支管理
■１月第５回
振り返り・Q&A／目標設定／業務改善計画の立案／まとめ

※毎回、簡単な宿題があります。
2週間後を目途にご提出いただきます。
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介護と介護事業を守り､よくする｢教育インフラ｣

リーダーズ・プログラム！（年会費制）
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１．毎月10〜15本の新着セミナー＆QA
２．経営から現場までを網羅した動画コンテンツ

2023年10月現在で400本超！ショート動画も好評
３．毎年のシリーズ企画

ACGs、コミュニケーション、介護職向けなど
４．少人数12名限定のコース研修（半日×６カ月）

コンサルティングレベルのレクチャー＋GW＋QA＋課題
管理職養成／稼働率･サービス改善／面談スキル
人材確保･育成･定着／ケアマネジャー･相談援助職養成

５．各種グループコンサルティング
月1回30分、月1回90分、月1回120分
月1回45分の個別コンサルティング
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■毎月１回、30分のグループQAセッション（zoom）
※榊原からの導入＋皆さんからのQ&A
※後日動画あり

■通常セミナー（2,000円〜10,000円！）
毎月１回ご招待！(※コースセミナー除く）
※後日動画あり

■ケアラーズ・クラブ（月会費制／法人･個人）

月額８００円！(税抜)

新企画！ケアラーズ･クラブ
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Facebookライブ！／YouTube動画
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週刊メールマガジン
介護現場をよくする研究＆活動通信
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➢毎週木曜日のメルマガ「介護現場をよくする研究＆活動通信」
ホームページより（天晴れ介護、で検索）
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LINE公式アカウント始めました！
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■対象者

・介護事業の永続的な成功を目指す経営者・経営幹部の方

・独立開業や管理職・専門職・講師業等でスキルアップ

したい個人の方

※LINE登録特典動画「経営から現場まで！介護事業の永続的な

成功を実現する３つの取り組み」をプレゼント！（＾＾）
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アンケートにご協力お願いします！
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介護現場をよくする不定期ライブ

89

【次回】２０２３年１２月２８日（木）～３０日（土）
２１時、３夜連続！

『今年の振り返りと来年の展望を一緒に考えましょう！』
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目標設定･計画立案
３日間チャレンジ！
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■スケジュール
DAY１：１月９日（火）
DAY２：１月１１日（木）
DAY３：１月１３日（土）
※いずれも２１時〜、zoomでやります！、無料！

■後日動画もありますが、リアルタイム参加を推奨します！

■毎回宿題がありますので・・・よろしくお願いします！
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制度改正･報酬改定 速報＆解説LIVE！
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ご清聴ありがとうございました！
また次回、ご参加下さいませ(^^)/

榊原 宏昌


